
はじめに
丹波帯は，西南日本内帯の主要な構成要素である美
濃・丹波・足尾帯（Kojima, 2016）の一部であり，その
構成層は近畿地方北部に広く分布する．1970 年代以降，
放散虫化石を中心とした膨大な量の生層序学的研究に
より，丹波帯などの構成層はジュラ紀に形成された付
加体を主体とすることが明らかにされてきた（例えば，
Mizutani, 1990）．また，付加体に対する構造地質学的な
理解も進み，生層序学的な研究と合わせることで，美濃・
丹波・足尾帯構成層の広域的な対比も試みられてきた
（例えば，中江，2000）．このように丹波帯が主としてジュ
ラ紀付加体に起源をもつことは明確であるものの，各地
域において丹波帯の形成史が詳細に解明されている例
は多くない．その理由としては，（1）詳細な野外調査に
基づく適切な岩相区分が必要とされること，（2）放散虫
化石の産出量や保存状態に問題があること，などがあげ
られる．
本論が対象とする兵庫県北播磨地域もこのような問
題点をもつ地域である．本地域の丹波帯は尾崎ほか
（1995）と吉川ほか（2005）に概要がより明らかにされ，
４つのコンプレックス区分が示され，京都西山の丹波帯
との対比が試みられた．しかし，本地域の丹波帯は岩相
や生層序などに関するデータが乏しいため，コンプレッ
クス区分やその広域的な対比を議論することが難しく，
地域的な特異性を含む可能性も否定しがたい．また，丹
波帯の「標準層序」に準ずる位置にある京都西山地域に
おいては，一部，コンプレックス区分の再検討が行われ
ており（宮地ほか，2005；菅森，2006），これらの点も

考慮に入れる必要がある．以上の観点から，兵庫教育大
学地学教室では，北播磨地域に分布する丹波帯を対象に
系統的な研究を行ってきた．本論では北播磨地域の中で
も比較的南部に分布する丹波帯の地質と年代について
述べる．

地質概説
本研究の調査地域は兵庫県のほぼ中央部に位置する
北播磨地域にあり（Fig. 1），行政区画では市川町，加西
市，多可町八千代区・同中区に含まれる．本地域には，
丹波帯構成層と生野層群およびこれらに貫入した火山
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岩類が分布する（Fig. 2）．丹波帯構成層は主に泥岩，砂
岩，チャートとからなり玄武岩類と珪長質凝灰岩を伴
う．生野層群は後期白亜紀の珪長質火山岩類からなり丹
波帯を不整合に覆う（例えば，吉川ほか，2005）．
本地域周辺の丹波帯構成層は構造的上位から，八
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崎の４コンプレックスに区分され
る（尾崎ほか，1995；吉川ほか，2005）．この内，構造
的最下部を占める岡崎コンプレックスと区分された地
層は本研究が対象とした地域には分布しない．
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周辺地域の地質
市川町上牛尾周辺地域を例として，本地域の丹波帯の
概要を示す（Fig. 3）．本地域の丹波帯は岩相から，上
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ユニット，下牛尾ユニットの３層
に区分される．なお，本地域の地層は吉川ほか（2005）
では若井コンプレックスに含まれる．

上万願寺ユニットは泥岩基質中に側方への連続性が
乏しいレンズ状の形態をもつ玄武岩類のスラブを挟在
する．見掛けの層厚は約 800mである．成層構造の保存
状態を基準とすると，本層は破断相（中江，2000）に区
分される．泥岩は一般にシルト質であるが，まれに珪質
なこともある．砂岩は細～粗粒で一般に塊状であるが，
一部の砂岩は泥岩の薄層を挟む．砂岩の内，細粒砂岩は
石英，長石を多く含むワッケであり，中～粗粒砂岩は石
英および火成岩（凝灰岩を含む）由来の岩片に富む石質
アレナイト～ワッケに区分される．チャートは灰～暗
灰色または褐色の層状で，極まれに石灰岩を挟在する．
玄武岩類は一部に枕状構造を残し，針状の斜長石が球果
状に集合した組織が認められる．
上牛尾ユニットは，泥岩基質中に砂岩やチャート，玄
武岩類の比較的小さなスラブを挟在することで特徴付
けられ，混在相（中江，2000）に区分される．見掛けの
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Fig. 2.　Locality map of radiolarian occurrences in Kita-Harima District with showing the location of Fig.3 and Locs. 
A, B and C.  The geological maps were used from Ozaki et al. (1995) and Yoshikawa et al. (2005). Sample localities 
in Locs. B and C are shown in Figs. 5 and 6.
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層厚は約 400mである．泥岩はシルト質で，一般に砂岩
やチャートをレンズ状またはブロック状の礫として含
み，一部では珪質泥岩と互層をなす．砂岩は極細粒～粗
粒と変化に富むが，細粒と粗粒のものが多い．細粒砂
岩は基質が約 50%の泥質な砂岩である．粗粒砂岩は石
英と流紋岩片に富み，基質が少ないもの（約 10％）と，
多いもの（約 20％）がある．チャートは多くが層状で，
灰～暗灰色または緑灰色を呈し，一部では塊状で強く再
結晶する．

下牛尾ユニットは，泥岩基質中に側方への連続性が比
較的良い砂岩とチャートのスラブを挟在し，まれに連続
性の乏しい玄武岩類が含まれる．大局的な岩相は破断相
である．泥岩はシルト質で，まれに細粒砂の葉理を伴う．
また，泥岩は珪質泥岩の薄層および砂岩やチャートのレ
ンズ状あるいはブロック状の礫（径数 mm～数 cm）を
含む．一部には褐色の珪質泥岩も見られる．砂岩は主に
中粒で石英と流紋岩片を多く含む石質ワッケである．
本地域の地層は，北部では北北東走向で西に傾斜し，
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Fig. 3.　Geological map of Kamiushio District after Harigae (2011MS), showing the localities of Fig. 5 and other 
radiolarian occurrences. The geographical maps of 1:25,000, “Awagamachi” and “Hojo” were used, published by 
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南部では北西走向で南に傾斜し（Fig. 3），1 つのアンチ
ホームを形成している．地質図から推定される平均的
な褶曲軸は走向 N76ºEで西へ 32ºプランジする（Fig. 4）．
翼間角は 110º～ 120ºの開いた褶曲である．

産出した放散虫化石と年代
前項でも述べたように，本研究の丹波帯北播磨地域南
部のおよそ 16 地点から放散虫化石が産出している．そ
れらは，兵庫教育大学地学教室の修士論文，卒業論文で
検討を行ったもので，修士論文では，春藤（2007MS）（試
料 S2 ～ S5），張替（2012MS）（S12 ～ S19），高田耕嗣
（2015MS）（S28 ～ S35），卒業論文としては上村（2006MS）
（試料 S1），寺島（2009MS）（S6 ～ S11），永井（2013MS）

（S20～ S27），久谷（2018MS）（S36～ S47），前川（2018MS）
（S48 ～ S52），髙田虎太郎（2020MS）（S53 ～ S59）である．
本地域からはこれまでに，これらの 59 試料（S1 ～

S59）から 78 属 130 種以上のペルム紀およびジュラ紀
放散虫化石が産出している．このうち，S28 ～ S31 の 4
試料は尾崎ほか（1995），吉川ほか（2005）の八千種コ
ンプレックスからのもので，それ以外の 55 試料はすべ
て若井コンプレックスに相当する．これらの産出地点
を Fig. 2 に，ペルム紀放散虫の産出表を Table 1 に，ジュ
ラ紀放散虫を Table 2 に示す．

・ ペルム紀放散虫
ペルム紀の放散虫化石は３地点の３試料（S1, 

S18, S19）から産出した．すべてチャートで，その
うち最も多くを産した S1 は層状チャートの転石で，
Neoalbaillella optima や Albaillella levis, A. triangularis な
どの放散虫化石を産出し，Ishiga （1986）や Aitchison et 
al. （2017）などの生層序に従うと，ペルム紀最後期の
Changhsingian期である．S18 と S19 は保存が良くない
が，S18 はAlbaillella protolevis を産出し，ペルム紀後
期Wuchiapingian期であると考えられる．また，S19 は
Pseudoalbaillella sakmarensis やP. cf. elegans を産すること
からペルム紀前期である Cisularian世を示す．

・ ジュラ紀放散虫
上記のペルム紀以外の放散虫化石は，O地点の
56 試料から産出した（Table 2）．これらの群集は
チャート，珪質泥岩および泥岩から産し，Canoptum
属，Eucyritidiellum 属，Hsuum 属，Parahsuum 属，
Praeparvicingula 属，Pantanellium 属，Trillus 属などを多
く含む．これらは，年代が決定できたものはすべてジュ
ラ紀の放散虫群集であった．このうち，S14 および S53
の２試料からはジュラ紀中期 Aalenian期の放散虫が産
出したが，それ以外はすべてジュラ紀前期である．
これまで，日本のジュラ紀前期の放散虫化石分帯で
は主に Hori （1990）や，ジュラ紀全体の生層序を確立
した Matsuoka （1995）が広く用いられてきた．最近，
Matsuoka and Ito （2019）は，近年の世界中のジュラ紀放
散虫研究の進展により，従来のMatsuoka （1995）の分帯
を修正している．本研究の放散虫群集はこのMatsuoka 
and Ito （2019）による最新の分帯の JR0 から JR3 にあた
り，これらを年代順に説明する．

・ JR0（Bipedis horiae  Zone，ジュラ紀前期 Hettangian
期〜 Sinemurian 期前期）
本地域西方の市川町下牛尾西の S32，S48，S51 の
3 試料は，少し保存は悪いもののPantanellium kluense
やNatoba 属などを含み，Parahsuum 属は産出しない．

Takemura & Takemura Fig. 4 50%
Fig. 4.　Equal-area projection (lower hemisphere) 
of attitude of bedding plane (n=80) after Harigae 
(2011MS).  The star indicates fold axis inferred from 
the geological map.   

Table 1.　Occurrence list of Permian radiolarians. The 
abbreviation and symbols are the follows; ch: chert,  
● : assigned to this species, ○ : probable assignment 
to this species, ◦ : assigned to this genus, ◦ : 
questionable assignment to this genus.

Sample No. S1 S18 S19
Lithology ch ch ch

Species name Geologic age LP LP EP

1 Albaillella levis Ishiga, Kito & Imoto 1982 ●
2 Albaillella protolevis Kuwahara 1999 ● ●
3 Albaillella triangularis Ishiga, Kito & Imoto 1982 ●
4 Albaillella  cf. yamakitai  Kuwahara 1999 ○

5 Follicucullus porrectus Rudenko, in Belyansky et al. 1984 ●
6 Neoalbaillella  cf. gracilis Takemura & Nakaseko 1981 ○

7 Neoalbaillella optima Ishiga, Kito and Imoto 1982 ●
8 Pseudoalbaillella  cf. elegans  Ishiga & Imoto 1980 ○

9 Pseudoalbaillella sakmarensis  (Kozur) 1981 ●
10 Copicyntra (?) spp. ●

11 Copiellintra (?) sp. ●

12 Entactinia  spp. ● ●

13 Hegleria mammilla  (Sheng and Wang) 1985 ●
14 Raciditor (?) sp. ●

Takemura & Takemura  Table 1  50%
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Bipedis horiae などは産出していないが，P. kluense は
Pessagno and Blome （1980）によればジュラ紀最初期の
Hettangian期とされており，P. simplum 出現以前の JR0
帯と推測される．これらの試料周辺の S33，S35，S49，
S50，S52 もその可能性があるが，保存があまり良くない．

・ JR1（Parahsuum simplum Zone， ジ ュ ラ 紀 前 期
Sinemurian 期後期〜 Pliensbachian 期前期）
本地域中部の珪質泥岩試料である S15，S16 や東

部多可町西谷周辺の S5，S36 のチャート試料からは
Parahsuum simplum や P. ovale な ど の Parahsuum 属 や
Canoptum 属，Lantus 属，Pantanellium inornatum などの
Pantanellium 属を産し，JR2 の 指 標種であるTrillus 
elkhornensis  などのTrillus 属は産出しない．S3 のチャー
トや S12，S28 ～ S30 の泥岩試料などは，あまり保存
が良くなく産出種数も少ないが，Parahsuum simplum 等
のParahsuum 属を産し，Trillus 属を含まないため，JR1
に対比できると思われる．このほか，S17 や S34 は

Sample No. S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S14 S15 S16 S17 S20 S21 S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59
Lithology sm ch sm ch sm sm sm ms ms ms ms tf ms sm sm sm ms ms ms ms ms ms ms ms ms ms ms ms tf tf tf tf ch sm sm sm sm sm ms ms ms ms ms ms ms tf tf ms ms ms ms ms ms ms ms ms

Species name Locality C C C C C C C C B B B B B B B B B B A A A C C C C C C C C C C C C B B B B B B B
NASSELLARIA Radiolarian biozone JR2 JR1? JR? JR1 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR1? JR2 JR3 JR1 JR1 JR1? JR2 JR1? JR2 JR2 JR2? JR2? JR2? JR2? JR1? JR1? JR1? JR? JR0 JR0? JR1? JR0? JR1 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR2 JR0 JR0? JR0? JR0 JR0? JR3 JR2? JR2 JR2 JR2 JR2 JR2

1 Archaeodictyomitra  spp. ● ● ● ● 1
2 Archicapsa  cf. pachyderma  (Tan) 1927 ○ 2
3 Archicapsa (?) sp. ● 3
4 Ares (?) sp. ● 4
5 Atalantria sp. ● ● 5
6 Bipedis sp. ● ● 6
7 Canoptum  cf. anulatum  Pessagno & Poisson 1981 ○ ○ ○ 7
8 Canoptum artum  Yeh 1987 ● ● ○ ○ ● 8
9 Canoptum columbiaense  Whalen & Carter, in Carter et al. 1998 ● ● ● 9

10 Canoptum  cf. merum  Pessagno & Whalen 1982 ○ ○ 10
11 Canoptum  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
12 Canutus (?) sp. ● 12
13 Dictyomitrella (?) sp. ● 13
14 Droltus sanignacioensis  Whalen & Carter 2002 ● 14
15 Droltus  sp. ● ● ● 15
16 Elodium (?) sp. ● 16
17 Eucyrtidiellum disparile  gr. Nagai & Mizutani 1990 ● ● ● ● ○ 17
18 Eucyrtidiellum  cf. gunense  gr. Cordey 1998 ○ 18
19 Eucyrtidiellum nagaiae  Dumitrica et al., in Gorican et al. 2006 ● 19
20 Eucyrtidiellum  spp. ● ● ● ● ● 20
21 Farcus  sp. ● 21
22 Gigi fustis  De Wever 1982 ● 22
23 Hsuum exiguum Yeh & Cheng 1996 ● ● ○ ● ● ● 23
24 Hsuum  cf. lucidum  Yeh 1987 ○ 24
25 Hsuum matsuokai  Isozaki & Matsuda 1985 ● 25
26 Hsuum plectocostatum Carter, in Gorican et al. 2006 ● ○ 26
27 Hsuum  spp. ● ● ● ● ● ● ● 27
28 Jacus  sp. ● ● 28
29 Japonocapsa  sp. ● ● ● 29
30 Katroma brevitubus  Dumitrica & Gorican, in Gorican et al. 2006 ● ○ 30
31 Katroma  cf. elongata  Carter, in Gorican et al. 2006 ○ 31
32 Katroma  spp. ● ● ● ● ● ● 32
33 Lantus  aff. obesus  (Yeh) 1987 ○ 33
34 Lantus praeobesus  Carter, in Gorican et al. 2006 ● ● 34
35 Laxtorum (?) hichisoense  Isozaki & Matsuda 1985 ● 35
36 Laxtorum (?) jurassicum  Isozaki & Matsuda 1985 ● 36
37 Minocapsa (?) spp. ● ● ● 37
38 Napora  cf. nipponica  Takemura 1986 ○ 38
39 Napora pyramidalis  Baumgartner 1984 ● 39
40 Napora  spp. ● ● ● ● ● ● 40
41 Natoba minuta  Pessagno & Poisson 1981 ● ● ● ● 41
42 Natoba  sp. ● ● ● 42
43 Noritus (?) sp. ● 43
44 Paradroltus  sp. ● ● 44
45 Parahsuum edenshawi  (Carter), in Carter et al. 1988 ● ○ 45
46 Parahsuum longiconicum  Sashida 1988 ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● 46
47 Parahsuum  aff. longiconicum  Sashida 1988 ○ 47
48 Parahsuum ovale  Hori & Yao 1988 ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● 48
49 Parahsuum simplum  Yao 1982 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ 49
50 Parahsuum  cf. vizcainoense  Whalen & Carter 2002 ○ 50
51 Parahsuum  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 51
52 Poulpus  sp. ● ● ● ● 52
53 Praeparvicingula  cf. elementaria  (Carter), in Carter et al. 1988 ○ ○ 53
54 Praeparvicingula gigantocornis  (Kishida & Hisada) 1985 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 54
55 Praeparvicingula nanoconica  (Hori & Otsuka) 1989 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 55
56 Praeparvicingula tlellensis  Carter, in Gorican et al. 2006 ○ ● ● ○ 56
57 Praeparvicingula  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 57
58 Pseudopoulpus (?) sp. ● 58
59 Saitoum  cf. levium  De Wever 1981 ○ ○ 59
60 Saitoum  aff. levium  De Wever 1981 ○ 60
61 Saitoum  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 61
62 Stichocapsa biconica  Matsuoka 1991 ● 62
63 Stichocapsa convexa  Yao 1979 ● 63
64 Stichocapsa  sp. ● 64
65 Transhsuum medium  Takemura 1986 ● 65
66 Trexus (?) sp. ● 66
67 Tricolocapsa  sp. ● 67
68 Wrangellium  aff. thurstonense  Pessagno & Whalen 1982 ○ 68
69 Zhamoidellum  sp. ● 69

SPUMELLARIA Sample No. S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S14 S15 S16 S17 S20 S21 S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59

1 Acaeniotyle (?) sp. ● 1
2 Angulobracchia sicula Kito & De Wever 1992 ● 2
3 Angulobracchia  spp. ● 3
4 Archaeohagiastrum  cf. munitum  Baumgartner 1984 ○ 4
5 Archaeohagiastrum  sp. ● ● ● ● 5
6 Archaeospongoprunum cf. coyotense Whalen & Carter 2002 ○ 6
7 Archaeospongoprunum  spp. ● ● 7
8 Betraccium (?) sp. ● 8
9 Catoma (?) sp. ● 9

10 Cecrops  sp. ● ● 10
11 Crucella squama (Kozlova) 1971 ● 11
12 Crucella  spp. ● ● ● ● 12
13 Emiluvia  spp. ● ● ● ● ● ● 13
14 Ferresium (?) sp. ● 14
15 Fontinella  sp. ● 15
16 Gorgansium  cf. morganense  Pessagno & Blome 1980 ○ 16
17 Gorgansium  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17
18 Hagiastrum  spp. ● ● ● ● ● 18
19 Hexasaturnalis hexagonus  (Yao) 1972 ● 19
20 Hexasaturnalis tetraspinus  (Yao) 1972 ● ○ 20
21 Hexasaturnalis (?) sp. ● ● ● 21
22 Homoeoparonaella  cf. lowryensis  Whalen & Carter 2002 ○ 22
23 Homoeoparonaella  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● 23
24 Mesosaturnalis (?) spp. ● ● ● ● 24
25 Orbiculiformella  spp. ● ● ● ● ● ● 25
26 Pantanellium  danaense  Pessagno & Blome 1980 ● 26
27 Pantanellium inornatum  Pessagno & Poisson 1981 ● ● 27
28 Pantanellium  kluense Pessagno & Blome 1980 ○ ● ○ 28
29 Pantanellium  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 29
30 Parasaturnalis diplocyclis  (Yao) 1972 ● 30
31 Paronaella  spp. ● ● ● ● 31
32 Patulibracchium  sp. ● 32
33 Peudoacanthocircus  sp. ● 33
34 Pseudocrucella (?) spp. ● ● 34
35 Pseudoheliodiscus  spp. ● ● ● ● ● ● ● 35
36 Tetraditryma  sp. ● 36
37 Thurstonia (?) sp. ● 37
38 Triactoma (?) spp. ● ● ● 38
39 Trillus elkhornensis  Pessagno & Blome 1980 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● 39
40 Trillus seidersi  Pessagno & Blome 1980 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● 40
41 Trillus  spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 41
42 Tripocyclia (?) cf. tortuosa  Dumitrica et al., in Gorican et al. 2006 ○ 42
43 Tripocyclia  spp. ● ● 43
44 Tritrabs  sp. ● ● ● ● ● 44
45 Tympaneides charlottensis  Carter, in Carter et al. 1988 ● 45
46 Tympaneides  spp. ● ● ● ● 46
47 Udalia  cf. plana  Whalen and Carter, in Carter et al. 1998 ○ 47
48 Udalia (?) sp. ● ● ● 48
49 Xiphostylus simplus  Yeh 1987 ● 49
50 Zartus mostleri  Pessagno & Blome 1980 ● ● 50
51 Zartus  cf. imlayi  Pessagno & Blome 1980 ○ 51
52 Zartus  spp. ● ● ● ● ● ● ● 52

Takemura & Takemura  Table 2Table 2.　Occurrence list of Jurassic radiolarians. The abbreviations and symbols are the follows; ch: chert, sm: 
siliceous mudstone, ms: mudstone, tf: acidic tuff, ● : assigned to this species, ○ : probable assignment to this 
species, ◦ : assigned to this genus, ◦ : questionable assignment to this genus.
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Canoptum artum やC. columbianense 等を産することから，
Carter et al. （2010）によれば Pliensbachian期にあたり，
Trillus 属を含まないため，JR1 に対比できる．

・ JR2 （Trillus elkhornensis  Zone， ジ ュ ラ 紀 前 期
Pliensbachian 期後期〜 Toarcian 期）
本地域東部の多可町西

さいだに

谷からは，多くの珪質泥岩お
よび泥岩試料（S2，S7 ～ S11，S37 ～ S47）から JR2 に
相当する放散虫化石群集が産出した．また，中部の市川
町上牛尾，岩戸神社北東の多くの泥岩などの試料（S20，
S22 ～ S27，S54 ～ S59）からも JR2 にあたる放散虫化
石が得られた．これらのほとんどの試料からは JR2 に
特徴的なTrillus elkhornensis や，T. seideri などのTrillus
属を産する．

JR2 の群集では Nassellariaの種構成の違いで大き
く２種の群集が見られる．一つは多可町西谷の試料
S7，S8，S37 や S13，S22，S54 の よ う な Parahsuum 
simplum やP. ovale などのParahsuum 属を多く含む群
集である．もう一つは，多可町西谷の多くの試料のよ
う な Praeparvicingula gigantocornis や P. nanoconica，P. 
tlellensis な ど の Praeparvicingula 属，Hsuum exiguum
などのHsuum 属を特徴的に含む群集で，JR2 のうち
でも Toarician期のものであると考えられる．このほ
か，S4，S38，S47 はTrillus 属が産出していないが，
Praeparvicingula 属を産するため，JR2 にあたると考えた．

・ JR3 （"Laxtrum" jurassicum Zone， ジ ュ ラ 紀 中 期
Aalenian 期）
本地域中部，市川町上牛尾の岩戸神社北東の泥岩
2 試料（S14，S53）からは JR3 に対比できる放散虫
群集が産出した．S14 からは，JR3 の指標種である
Laxtrum（?） jurassicum が産出し，これと共に Aalenian
期以降を示すL（?）. hichisoense やTranhsuum medium，
Angulobracchia sicula，Hexasaturnalis tetraspinus も 産 出
している（Carter et al., 2010; Baumgartner et al., 1995）．
そ の ほ か，Eucyrtidiellum disparile  gr. や Trillus seideri
なども含まれている．S53 からはParahsuum simplum
や P. longiconicum，Praeparvicingula gigantocornis，P. 
tlellensis，Trillus elkhornensis，Tympaneides charlottensis，
Zartus mostleri などの Toarcian期から続く種のほか，
Aalenian期以降の種であるHsuum matsuokai やNapora  
cf. nipponica が含まれる．

主な放散虫化石産出地点
本研究地域では，およそ 16 地点から年代決定に有効
な放散虫化石を得ている．また，堀ほか（2004）で報告
された地点のうち，2地点から再度，放散虫化石を得る
ことができた．これらの化石産出地点の位置を Fig. 2 に

示す．以下ではこれらのうち，重要性が高いと思われる
3地点の地質について述べる．

・ Loc. A：市川町下
しも

瀬
せ

加
か

北（試料 S28 〜 S30：高田，
2015）
市川町下瀬加の城山の東に位置する，下瀬加から北方
へ伸びる谷（通称「押谷」）の入口付近にあたり（Fig. 2），
露頭は小河川の河床ないしは側面に露出する．この露頭
は主に数 mm～数 cmの葉理をもつシルト質の黒色泥岩
からなり，層状ないしはレンズ状の形態をもつ珪長質凝
灰岩を伴う．泥岩には剥離性が発達し，層理面の走向傾
斜は N68ºW61ºNである．なお，本地点の地層は尾崎ほ
か（1995）では八千種コンプレックスに区分されている．
この珪長質凝灰岩を伴う泥岩の３試料からは，

Parashuum simplum，Katroma  cf. brevitubulus，Natoba sp.，
Orbiculiformella（?） sp. Canoptum  sp.，Mesosatrunalis（?） 
sp.などが得られた（Table 2）．全体としてあまり保存
は良くないものの，Parahsuum simplum を産し，Trillus 
elkhornensis などを産しないことから，Matsuoka and 
Ito （2019）の JR1（ジュラ紀前期 Sinemurian期後期～
Pliensbachian期前期）に対比される．また，S29 から
産したKatroma  cf. brevitubus は Carter et al. （2010）によ
れば Pliensbachian期から Toarcian期にかけて産出する．
したがって，この地点の泥岩の年代はジュラ紀前期の
Pliensbachian期前期に当たる可能性が高い．

・ Loc. B （Fig. 5）：市川町上牛尾，岩戸神社北東（試料
S13，S14，S20 〜 S27，S53 〜 S59：張替，2012；永井，
2013；髙田，2020）
市川町上牛尾の岩戸神社の北東に位置する谷沿いで
ある（Fig. 2, 3）．露頭は小河川の河床ないしは側面に点
在する（Fig. 5）．主に泥岩と砂岩からなり，珪長質凝灰
岩，珪質泥岩，チャート，玄武岩類を伴う．泥岩は一般
にシルト質で，砂岩とチャートのレンズ状の礫を含む
ことがある．砂岩は一般に灰色で細粒，塊状であるが，
一部の砂岩は泥岩と互層し．西上位の級化層理を示すこ
とがある．層理面は南北～北北西走向で西傾斜である．
本地点の地層は，前述の地質図（Fig. 3）では上万願寺
ユニットに，吉川ほか（2005）では若井コンプレックス
に区分される．
本地点の泥岩（一部，珪長質凝灰岩・珪質泥岩を含
む）の 50 試料以上を処理した結果，17 試料から年代
決定に有効な化石が得られた．そのうち，多くの試料
は Parahsuum 属 の ほ か，Trillus elkhornensis，T. seideri
などのTrillus 属を特徴的に含む JR2（ジュラ紀前期
Pliensbachian期後期～ Toarcian期）の群集を産する．そ
のほか，一部の試料からはEucyrtidiellum disparile  gr.や
Praeparvicingula  cf. gigantocornis などToarcian 期以降の放
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散虫種を産している．
この地点からの泥岩試料のうち，前節で述べた 2試料

（S14，S53）からは，ジュラ紀中期の JR3（Aalenian期）
に対比できる放散虫群集が産出した．これらジュラ紀中
期の泥岩 2試料は，前述の JR2 に相当する泥岩に挟ま
れて分布しており，現在のところ関係は不明である．

・ Loc. C （Fig. 6）：多可町西谷（試料 S2，S4，S6 〜
S11，S36 〜 47： 春 藤，2007； 寺 島，2009； 久 谷，
2018）
多可町八千代区大和西方の西谷周辺に位置する（Fig. 
2）．露頭はキャンプ場として整備された公園の北側の山
すそに分布し．チャート，珪質泥岩，泥岩，砂岩からな
る（Fig. 6）.
チャートと珪質泥岩および一部の泥岩は連続的に露
出する．層理面は北北東～北西走向で西に 30 ～ 40º傾
斜する同斜構造を示し，ギャップを含んだ全体の層厚は
53mである（Fig. 7）．チャートは一般に赤褐色～灰色を
呈し，単層厚 5～ 10cmで成層するが再結晶したものが
多い．珪質泥岩は淡緑色～灰色をしており，泥岩との
境界付近では葉理質となる．泥岩は暗灰色で，単層厚 5
～ 10cmで成層し，一部は葉理質である．砂岩は塊状で

細粒～中粒である．本地点は吉川ほか（2005）では若井
コンプレックスに含まれる．
本地点のチャート，珪質泥岩，泥岩から 40 試料以上
を採取し処理した結果，20 試料（チャート 1試料，珪
質泥岩 10 試料，泥岩 9試料）から年代決定有効な放散
虫化石が得られた．このうち，チャート層の試料 S36
は JR1（ジュラ紀前期 Sinemurian期後期～ Pliensbachian
期前期）に対比され，珪質泥岩，泥岩はすべて JR2（ジュ
ラ紀前期 Pliensbachian期後期～ Toarcian期）にあたる
（Table 2）．さらに，Loc. Cのすぐ南側に露出するチャー
ト層の試料 S5 からも，JR1 に相当する放散虫化石が得
られており，Katroma brevitubus を産することから（Carter 
et al., 2010），Pliensbachian期であると考えられる．

Loc. Cの多くの珪質泥岩試料（S38 ～ S41），泥岩試料
（S9 ～ S11，S42 ～ 45，S47）からは，Praeparvicingula  
gigantocornis やP. nanoconica，Hsuum exiguum などが産
し，Eucyrtidiellum disparile  gr.やHexasaturnalis hexagonus
が産するものもある．これらの種はすべてジュラ紀前期
末の Toarician期以降に産出する種である（Carter et al., 
2010）．ただし，珪質泥岩層の最下部からは Toarician期
の種は産出せず（S37 など），Pliensbachian期の可能性
もある．したがって，Loc. Cのチャート上部から珪質泥

200m

sandstone

mudstone

chert

basaltes
attitude of
bedding plane

Legend
dyke

N

S26,S27

S55,S56

S23~S25

S13,S14

Takemura & Takemura Fig. 5 100%

S57
S59
S58

S20~S23

Fig. 5.　Route map of Loc. B showing the localities of radiolarian occurrences modified from Harigae (2011MS), 
Nagai (2013MS) and Takata (2020MS).
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岩下部は Pliensbachian期，珪質泥岩から泥岩，砂岩層
は Toarcian期であり，若井コンプレックス（吉川ほか，
2005）の構成層には前期ジュラ紀の中～後半に形成され
たチャート砕屑岩シークエンスが含まれていることが
判明した（Fig. 7）．

丹波帯北播磨地域南部の年代
本研究では，北播磨地域に分布する丹波帯の南部地域
から産出した放散虫化石群集と，それらの年代につい
て報告した．この地域全体で 59 試料から放散虫化石が
産出したが，岩相別に見ると，チャートが 6 試料，珪
質泥岩が 14 試料，凝灰岩が 7 試料，泥岩が 32 試料で
ある．これまでに述べたように，これらの年代は，3試
料のチャート（S1，S18，S19）がペルム紀であるほか
は，すべてがジュラ紀前期から中期の年代である．また，
ジュラ紀の試料のうちでは，Loc. Bのジュラ紀中期の泥
岩 2 試料（S14，S53）を除き，ほとんど全てがジュラ
紀前期の年代を示す．
従来，本地域の丹波帯の放散虫化石は尾崎ほか（1995）
および，堀ほか（2004）によって，その群集と年代が報
告されてきた．吉川ほか（2005）の報告は，堀ほか（2004）
と同じである．このうち，尾崎ほか（1995）は北条図幅
の内に分布する丹波帯のうち，八千種コンプレックスか
ら 1 地点，若井コンプレックスから 5 地点，河内コン
プレックスから 1地点から化石を報告している．また，
堀ほか（2004）の 17 地点は，すべて若井コンプレック
スからのものである．
尾崎ほか（1995）の八千種コンプレックスの試料は
頁岩で，Canoptum  sp.のみが産出し，年代は三畳紀後期
からジュラ紀前期とされていた．本研究では Loc. Aの
泥岩から JR1 に対比される放散虫化石が産出したため，
八千種コンプレックスの少なくとも一部はジュラ紀前
期の Sinemurian期後期～ Pliensbachian期前期に形成さ
れたことが判明した．
本研究の試料の大部分を占める若井コンプレックス
は，全体として南北方向の走向を持ち西へ高角度で傾斜
する．本研究地域南部の北条図幅の範囲では，東西方向
の褶曲軸が顕著であるが，北播磨地域の丹波帯全体とし
て，東方から西方へ構造的に上位の地層が分布してい
る．
本研究の若井コンプレックスからの放散虫化石年代
を見ると，陸源砕屑岩の泥岩や泥岩に挟まれる凝灰岩
からは，前節の A, B, Cの 3地点から多く産出している．
そのうち，構造的下位にあたる本地域東部のLoc. Cでは，
ジュラ紀前期末の Toarcian期（JR2 上部）である．その
上位の本地域中央部の Loc. Bでは，JR2（ジュラ紀前期
Pliensbachian期後期～ Toarcian期）から JR3（Aalenian期）
にわたる．本地域西部の Loc. Aでは，JR0（ジュラ紀最
前期 Hettangian期～ Sinemurian期前期）と思われ，構造
的上位の Loc. Aが最も年代が古い．ただし，構造的に
さらに上位の八千種コンプレックスの年代は，Loc. Aよ
り新しく，Loc. B, Cよりは古い．
従来，若井コンプレックスからはジュラ紀前期以前の
年代しか知られていなかった．今回の研究により，若井
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Fig. 7.　Geological columnar section of Loc. C 
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コンプレックスの泥岩から Aalenian期の放散虫化石が
産出したことにより，このコンプレックスの形成はジュ
ラ紀中期にまで至ることが判明した．また，若井コン
プレックスはその内部で様々な年代を示しているため，
本研究より北の地域をも合わせた考察が必要である．
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Explanation of Plates
All the yellow scale bars indicate 100µm.

Plate 1
₁ . Atalantria  sp., S16
₂ . Bipedis  sp., S15
₃ . Canoptum  cf. anulatum  Pessagno & Poisson, S16
₄ . Canoptum artum  Yeh, S16
₅ . Canoptum colombiaense  Whalen & Carter, S17
₆ . Canoptum  cf. merum  Pessagno & Whalen, S51
₇ . Droltus samignacioensis  Whalen & Carter, S16
₈ . Eucyrtidiellum disparile  gr. Nagai & Mizutani, S10
9 . Eucyrtidiellum  cf. gunense  gr. Cordey, S53
10. Eucyrtidiellum nagaiae  Dumitrica, Gorican & Matsuoka, 

S20
11. Gigi fustis  De Wever, S15
12. Hsuum exiguum Yeh & Cheng, S9
13. Hsuum  cf. lucidum  Yeh, S25
14. Hsuum matsuokai  Isozaki & Matsuda, S53
15. Hsuum plectocostatum  Carter, S9
16. Katroma brevitubus  Dumitrica & Gorican, S5
17. Lantus praeobesus  Carter, S15

18. Laxtorum（?） jurassicum  Isozaki & Matsuda, S14 
19. Laxtorum（?） hichisoense Isozaki & Matsuda, S14
20. Napora  cf. nipponica  Takemura, S53

Plate 2
₁ . Napora pyramidalis  Baumgartner, S53
₂ . Natoba minuta  Pessagno & Poisson, S17
₃ . Parahsuum edenshawi  （Carter）, S5 
₄ . Parahsuum longiconicum   Sashida, S25
₅ . Parahsuum ovale Hori & Yao, S37
₆ . Parahsuum simplum Yao, S16
₇ . Praeparvicingula  cf. elementaria  （Carter）, S14
₈ . Praeparvicingula gigantocornis （Kishida & Hisada）, S9
9 . Praeparvicingula nanoconica  （Hori & Otsuka）, S9
10. Praeparvicingula tlellensis  Carter, S53
11. Stichocapsa biconica Matsuoka, S46
12. Stichocapsa convexa Yao, S13
13. Transhsuum medium  Takemura, S14
14. Wrangellium  aff. thurstonense  Pessagno & Whalen, S16
15. Angulobracchia sicula Kito & De Wever, S14
16. Archaeohagiastrum  cf. munitum  Baumgartner, S14
17. Archaeospongoprunum  cf. coyotense  Whalen & Carter, 

S53
18. Crucella squama  （Kozlova）, S53
19. Hexasaturnalis hexagonus  （Yao）, S41
20. Hexasaturnalis tetraspinus  （Yao）, S14

Plate 3
₁ . Homoeoparonaella  cf. lowryensis  Whalen & Carter, S16
₂ . Pantanellium danaense  Pessagno & Blome, S15
₃ . Pantanellium inornatum  Pessagno & Poisson, S16
₄ . Pantanellium kluense  Pessagno & Blome, S48
₅ . Parasaturnalis diplocyclis  （Yao）, S25
₆ . Trillus elkhornensis  Pessagno & Blome, S9
₇ . Trillus seidersi Pessagno & Blome, S14
₈ . Tympaneides charlottensis Carter, S53
9 . Xiphostylus simplus  Yeh, S37
10. Zartus mostleri Pessagno & Blome, S53
11. Albaillella levis Ishiga, Kito & Imoto, S1
12. Albaillella protolevis  Kuwahara, S1
13. Albaillella triangularis Ishiga, Kito & Imoto, S1
14. Albaillella  cf. yamakitai  Kuwahara, S1
15. Follicucullus porrectus Rudenk,o S1
16. Neoalbaillella  cf. gracilis  Takemura & Nakaseko, S1
17. Neoalbaillella optima  Ishiga, Kito and Imoto, S1
18. Pseudoalbaillella  cf. elegans  Ishiga & Imoto, S19
19. Pseudoalbaillella sakmarensis  （Kozur）, S19
20. Hegleria mammilla  （Sheng and Wang）, S1
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